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マ
イ
セ
ン
磁
器
誕
生
前
史

ー

ー

ー

E

W 

V 

チ
ル
ン
ハ
ウ
ス
の
活
動
を
中
心
に
|
|

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
硬
質
磁
器
の
発
明
と
そ
の
貢
献
者
た
ち

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
初
の
硬
質
磁
器
は
、
ザ
ク
セ
ン
選
帝
侯
国
首
都
ド
レ
ス
デ
ン
の

磁
器
実
験
場
で
誕
生
し
、
当
初
「
ド
レ
ス
デ
ン
磁
器
」
と
呼
ば
れ
た
。
や
が
て
、

そ
の
生
産
拠
点
が
マ
イ
セ
ン
の
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
城
に
移
さ
れ
て
か
ら
、
「
王
立

マ
イ
セ
ン
磁
器
マ
ニ
ユ
フ
ア
ク
チ
ャ

1
」
の
製
品
は
「
マ
イ
セ
ン
磁
器
」
と
呼

ば
れ
て
い
る
。

こ
の
画
期
的
な
発
明
は
一
七
一

O
年
一
月
一
一
一
一
一
日
、
ド
レ
ス
デ
ン
に
て
選
帝

侯
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
ア
ウ
グ
ス
ト
一
世
[
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
と
し
て
は
ア
ウ
グ

ス
ト
二
世
、
署
名
一
〉
ロ
句
協
宮
町
一
見
O

M

(

ア
ウ
グ
ス
ト
王
)
]
に
よ
っ
て
全
ヨ

l

ロ
ッ
パ
に
向
け
て
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
「
詔
勅
」
の
中
で
、
発
明
の
貢
献
者
は

「
科
学
諸
分
野
に
お
い
て
特
に
十
分
な
訓
練
を
受
け
た
人
達
」
と
あ
り
、
こ
の

快
挙
は
彼
ら
が
「
自
ら
の
経
験
と
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
傾
注
」
し
た
結
果
で
あ
る

と
言
及
さ
れ
て
い
る
。

嶋

屋

自首

子

一
日
後
の
一
七
一

O
年
一
月
二
四
日
に
は
、
「
磁
器
マ
ニ
ユ
フ
ア
ク
チ
ャ

l

設
立
の
布
告
」
が
出
さ
れ
、
そ
の
目
頭
の
段
階
で
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
ア
ウ
グ

ス
ト
一
世
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
「
:
・
予
は
祖
国
愛
に
充
ち
た
配
慮
か
ら

次
の
こ
と
を
決
意
し
た
。
そ
れ
は
、
予
の
親
愛
な
る
、
忠
実
な
ヨ

l
ハ
ン
・
フ

I 

リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
ベ
ッ
ト
ガ
ー
に
よ
っ
て
新
し
く
発
案
さ
れ
た
マ
ニ
ユ
フ
ア
ク

チ
ャ

l
を
国
土
の
飛
躍
的
繁
栄
を
願
っ
て
、
即
刻
、
設
立
し
稼
働
せ
し
め
る
こ

と
で
あ
る
。
・
:
」

注
目
す
べ
き
は
、
か
の
全
欧
向
け
の
「
詔
勅
」
で
は
発
明
の
功
労
者
の
名
前

は
伏
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
次
い
で
発
表
さ
れ
た
「
布
止
己
で
は
磁
器
マ
ニ
ユ
フ

ア
ク
チ
ャ
l
の
発
案
者
と
し
て

J.
F 

ベ
ッ
ト
ガ

1
の
名
前
が
明
記
さ
れ
て

い
る
事
で
あ
る
。
当
然
、
ベ
ッ
ト
ガ
l
が
硬
質
磁
器
発
明
者
と
し
て
王
の
御
墨

付
き
を
得
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
経
緯
は
、
ベ
ッ
ト
ガ
l
が
既
に
一
七
O
九
年

三
月
二
八
日
付
け
で
、
白
と
赤
の
磁
器
な
ど
を
発
明
し
た
「
メ
モ
」
を
王
宛
に

提
出
し
、
そ
の
後
も
品
質
の
改
良
を
続
け
て
、
周
年
九
月
に
は
「
赤
と
白
の
磁
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器
マ
ニ
ユ
フ
ア
ク
チ
ャ

l
設
立
」
を
願
い
出
て
い
た
結
果
で
あ
っ
た
。

従
っ
て
、

マ
イ
セ
ン
磁
器
発
明
の
歴
史
は
ベ
ッ
ト
ガ

l
の
活
動
を
中
心
に
記

述
さ
れ
る
の
が
通
説
と
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
現
在
ザ
ク
セ
ン
州
立
博
物
館

で
あ
る
ア
ル
プ
レ
ヒ
ト
城
の
「
ベ
ッ
ト
ガ

l
室
」
に
は
、
そ
こ
で
一
年
間
を
過

ご
し
た
錬
金
術
師
・
ベ
ッ
ト
ガ

l
の
年
代
記
が
提
示
し
て
あ
る
。
そ
こ
に
は
、

「
一
七

O
五
年
九
月
一
五
日
、
ベ
ッ
ト
ガ

1
は
ア
ル
プ
レ
ヒ
ト
城
へ
移
さ
れ
た
。

専
門
的
助
言
者
と
し
て
、
治
金
学
者
の

G.
P 

v.

ォ
l
ハ
イ
ン
と
物
理
学

者
の

E.
w 

V 

チ
ル
ン
ハ
ウ
ス
が
彼
の
補
佐
に
あ
た
る
」
、
次
い
で
、
「

七
O
六
年
一
月
、
チ
ル
ン
ハ
ウ
ス
の
提
案
に
よ
り
、
初
め
て
陶
磁
器
分
野
で
の

実
験
に
携
わ
る
」
と
あ
る
。
更
に
、

ベ
ッ
ト
ガ

I
の
錬
金
術
実
験
の
様
子
を
描

い
た
二
枚
の
油
絵
の
う
ち
、
慌
惇
し
た
ベ
ッ
ト
ガ

l
を
中
心
に
据
え
た
作
品
の

解
説
に
は
「
ベ
ッ
ト
ガ

l
の
背
後
に

E.
w 
v 

チ
ル
ン
ハ
ウ
ス
が
立
っ
て

い
る
。
こ
の
物
理
学
者
は
ベ
ッ
ト
ガ

l
の
関
心
を
磁
器
発
明
に
導
き
、

て
彼
を
支
援
し
た
」
と
の
記
述
が
あ
る
。

一
貫
し

こ
の
「
ベ
ッ
ト
ガ

l
室
」
の
短
い
記
述
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
は
、
錬
金
術
師

ベ
ッ
ト
ガ

l
が
陶
磁
器
の
実
験
を
始
め
た
の
は
一
七

O
六
年
一
月
で
あ
る
こ

と
、
そ
し
て
彼
を
そ
の
新
し
い
実
験
へ
と
促
し
、
指
導
し
た
の
は
チ
ル
ン
ハ
ウ

ス
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
で
は
、
物
理
学
者
チ
ル
ン
ハ
ウ
ス
と
は
ど
の
よ
う

な
人
な
の
か
、
向
磁
器
開
発
と
は
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
を
も
っ
て
い
た
の
か
。

こ
の
単
純
な
疑
問
に
答
え
て
く
れ
た
の
が

C
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
の
著
作

「
吋
田

n
E円ロ
H
H
E
H

由
。
品
。
吋
買
い
酔
仲
間
。
弓
』
(
一
九
一
一
一
)

で
あ
る
。
特
に
「
序
文
」

の
中
に
あ
る
次
の
言
葉
は
、
問
題
に
取
組
む
際
に
も
つ
べ
き
視
座
を
教
示
し
て

い
る
。
「
磁
器
の
新
発
見
に
お
い
て
、
チ
ル
ン
ハ
ウ
ス
と
ベ
ッ
ト
ガ

l
の
二
人

が
果
た
し
た
役
割
は
、
双
方
の
経
歴
を
厳
密
に
追
跡
す
る
場
合
に
の
み
明
確
に

認
識
さ
れ
う
る
。
今
迄
は
専
ら
ベ
ッ
ト
ガ

l
に
つ
い
て
、
彼
の
ド
レ
ス
デ
ン
宮

廷
で
の
数
奇
な
運
命
と
彼
の
錬
金
術
か
ら
磁
器
製
作
へ
の
移
行
に
つ
い
て
描
か

れ
て
き
た
。
逆
に
チ
ル
ン
ハ
ウ
ス
か
ら
始
め
て
み
よ
う
で
は
な
い
か
。
彼
は
、

-
我
々
の
テ
l
マ
と
関
連
し
て
い
る
範
囲
だ
け
で
よ
い
、
そ
の
生
涯
や
技
術

的
研
究
成
果
の
詳
細
な
調
査
を
受
け
る
に
値
す
る
人
物
で
あ
る
。
そ
の
過
程
で

ベ
ッ
ト
ガ

l
に
出
会
う
で
あ
ろ
う
」
。

我
々
は
自
ず
と

J
・
F 

本
論
で
は
、
錬
金
術
実
験
で
は
ベ
ッ
ト
ガ

I
の
補
佐
役
で
あ
り
、
陶
磁
器
開

発
で
は
そ
の
指
導
者
で
あ
っ
た
チ
ル
ン
ハ
ウ
ス
に
視
点
を
移
し
、
こ
の
学
者
が

2 

歩
ん
だ
磁
器
開
発
の
道
程
を
辿
り
、
特
に
重
要
な
節
目
で
の
出
来
事
に
注
目
し

つ
つ
、
そ
の
実
態
の
解
明
を
試
み
る
。

2
.
m
z
sミュ
oa
垣
島
2
0
2
0
コ
d
o
z
Z
E
5
(
一
六
五
一

l
一
七

O
八
)

先
ず
は
エ

l
レ
ン
フ
リ
l
ト
・
ヴ
ア
ル
タ

I
・
フ
ォ
ン
・
チ
ル
ン
ハ
ウ
ス
伯

爵
の
略
歴
お
よ
ぴ
業
績
を
、
特
に
磁
器
開
発
に
関
わ
る
部
分
を
中
心
に
辿
っ
て

み
る
。彼

は
ザ
ク
セ
ン
侯
園
、
ナ
イ
セ
河
右
岸
に
あ
る
オ
ー
バ
ー
ラ
ウ
ジ
ツ
ツ
地
方
、

キ
1
ス
リ
ン
グ
ヴ
ア
ル
ト
の
領
主
の
家
に
生
ま
れ
た
。
ゲ
ル
リ
ッ
ツ
の
ギ
ム
ナ
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ジ
ウ
ム
時
代
か
ら
、
数
学
、
幾
何
学
に
関
心
を
も
ち
、

一
六
六
八
年
、
オ
ラ
ン

ダ
留
学
を
決
め
祖
国
を
離
れ
る
。
以
下
、
(

)
の
中
の
叙
述
は
、
パ
リ
科
学

ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
・
フ
ォ
ン
ト
ネ
ル
が
下
し
た
各
局
面
に
お
け
る
チ
ル
ン
ハ
ウ

ス
の
行
動
や
業
績
に
対
す
る
所
見
で
あ
る
。

二
ハ
六
九
|
一
六
七
四
一
ラ
イ
デ
ン
大
学
法
学
部
に
在
籍
。
研
究
は
数
学
、

幾
何
学
、
物
理
学
、
哲
学
等
。

一
六
七
四
一
秋
、

ス
ピ
ノ
ザ
と
知
り
合
う
。
冬
、

ス
ピ
ノ
ザ
の
。
E
OロV
ロ『閃

宛
紹
介
状
を
も
っ
て
、

一
六
六

O
年
に
設
立
さ
れ
た
英
国
王
立
科
学
協
会

を
訪
問
。
多
く
の
科
学
者
に
会
う
が
、
特
に
戸
回
。
1
0
の
研
究
に
関
心
を

も
つ
。

一
六
七
五
一
夏
、
オ
ル
デ
ン
プ
ル
ク
か
ら
の
紹
介
状
を
も
っ
て
、

一・六ムハムハ

年
に
設
立
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
王
立
科
学
協
会
[
通
称
、
パ
リ
科
学
ア
カ
デ

ミ
l
]
を
訪
問
。
オ
ラ
ン
ダ
の
科
学
者
で
パ
リ
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
で

あ
っ
た
ホ
イ
ヘ
ン
ス
、
宰
相
コ
ル
ベ

l
ル
、
ラ
イ
ブ
ニ
ッ
ツ
な
ど
と
知
り

合
う
。
特
に
ラ
イ
ブ
ニ
ッ
ツ
と
の
親
交
は
生
涯
続
く
。

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
事
実
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
チ
ル
ン
ハ
ウ
ス
の
そ
の

頃
の
行
動
に
つ
い
て
残
し
て
い
る
ラ
テ
ン
語
の
メ
モ
で
あ
る
。
「
チ
ル
ン

ハ
ウ
ス
は
当
地
の
学
者
と
共
同
し
て
白
い
粘
土
に
な
に
か
別
の
物
を
混
ぜ

て
実
験
し
て
い
る
」
と
。

一
六
七
七
一
イ
タ
リ
ア
縦
断
旅
行
。
リ
ヨ
ン
や
ミ
ラ
ノ
で
鉄
製
レ
ン
ズ
を
用

い
た
太
陽
鏡
を
視
察
。
更
に
、
ベ
ネ
ツ
イ
ア
の
ガ
ラ
ス
工
場
を
視
察
。
ロ

ー
マ
、
シ
チ
リ
ア
、

マ
ル
タ
へ
と
足
を
の
ば
す
。
(
フ
ォ
ン
ト
ネ
ル
の
所

見
一
彼
が
観
察
し
た
多
種
多
様
の
物
事
、
そ
れ
ら
は
素
質
豊
か
な
精
神
に

宿
る
、
限
り
な
い
視
点
の
基
礎
と
な
る
。
:
・
眼
が
多
く
見
れ
ば
見
る
ほ
ど
、

理
性
は
ま
す
ま
す
多
く
を
認
識
す
る
の
だ
。
)

一
六
七
九
一
一
帰
郷
。
太
陽
鏡
の
素
材
を
鉄
か
ら
銅
へ
改
善
。
光
反
射
の
実
験

を
数
学
的
理
論
で
基
礎
付
け
。

一
六
八
二
一
七
月
一
一
二
日
、
パ
リ
に
て
E
関

gaunFO
関
口

3
8
3
「
焦
線
」

の
理
論
で
、
ド
イ
ツ
人
と
し
は
初
の
パ
リ
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
「
幾
何

学
部
門
」
に
選
ば
れ
る
。

(
フ
ォ
ン
ト
ネ
ル
の
所
見
一
焦
線
に
関
す
る
こ
れ
ら
の
発
見
の
功
績
は
、

そ
の
発
見
が
微
積
分
の
発
見
に
先
行
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
微
積
分
な

3 

ら
そ
の
チ
ル
ン
ハ
ウ
ス
の
発
見
を
と
て
も
容
易
に
し
た
で
あ
ろ
う
が
。

ア

カ
デ
ミ
ー
は
そ
の
発
見
を
価
値
あ
る
も
の
と
見
倣
し
、
委
員
会
を
設
置
し
、

吟
味
さ
せ
た
。
)

一
六
八
七
一
数
学
的
・
哲
学
的
著
作
ε
冨
m
e
n
E
m
v
pロ
江
田
3

「
精
神
の
医
学
』

の
ラ
テ
ン
語
版
出
版
。

一
六
九
0
年
代
一
自
国
の
科
学
協
会
設
立
を
目
指
し
、
先
ず
は
私
設
ア
カ
デ

、l
の
充
実
に
若
手
。
鉱
山
学
者

p.

そ
の
他
、
数

V

オ
1
ハ
イ
ン
，

学
者
，

化
学
者
、
天
文
学
者
、
機
械
技
術
者
、
法
律
家
、
国
語
改
革
促
進

者
な
ど
が
集
ま
っ
た
。

ガ
ラ
ス
塊
の
鋳
造
設
備
、
集
光
用
ガ
ラ
ス
レ
ン
ズ
を
使
っ
た
太
陽
鏡
を
開
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発
し
、
千
度
以
上
の
熱
を
利
用
し
て
粘
土
類
や
鉱
石
類
の
熔
融
実
験
を
行

、っ。
一
六
九
四
二
一
月
二
七
日
、
ラ
イ
プ
ニ
ツ
ツ
宛
に
実
験
室
用
の
新
し
い
炉
を

開
発
し
、
そ
の
実
験
結
果
を
報
告
。
「
私
は
こ
の
冬
、
実
験
室
で
化
学
実

験
を
し
、
成
果
を
挙
げ
た
。
・
:
磁
土
と
ロ

l
ム
が
ど
の
よ
う
に
し
て
出
来

た
か
は
(
地
質
学
の
)
理
論
で
分
か
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
二
種
類

の
土
は
採
掘
で
き
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
磁
器
製
品
を
試
作
す
る
こ
と
を

た 思
己日い
、， ・つ

z ; 
来五
lそが
- ~与

f事長
期で
のふ

まZ
i昆試
合作
『口

ては
焼例
成外
す な
るく
と成
熔功
融し
しま
てし

磁
器
に
な
る
ー
そ
の
磁
器
製
法
の
原
理
が
解
明
さ
れ
た
事
を
証
明
し
て

い
る
。

一
六
九
四
一
九
月
二
日
、
ラ
イ
ブ
ニ
ッ
ツ
よ
り
「
硝
子
レ
ン
ズ
で
作
っ
た
磁

器
を
一
片
、
表
面
に
金
の
付
い
て
い
る
も
の
を
所
望
し
ま
す
。
金
は
ガ
ラ

ス
に
色
彩
を
つ
け
る
と
思
う
か
ら
で
す
、
・
:
」

一
六
九
四
一
一

O
月
二
一
目
、
ラ
イ
ブ
ニ
ッ
ツ
宛
「
磁
器
を
一
片
送
り
ま
す
。

そ
の
表
面
に
溶
け
て
付
着
し
て
い
る
金
色
は
一
種
の
チ
ン
キ
剤
か
ら
生
じ

た
も
の
で
す
。
」

一
七

O
一
一
代
官
・
フ
ォ
ン

フ
ユ
ル
ス
テ
ン
ベ
ル
ク
に
起
業
を
提
案
す

る
。
基
本
的
理
念
は
、
圏
内
に
眠
る
地
下
資
源
の
活
用
、
そ
の
生
産
手
段

の
合
理
的
効
率
化
の
推
進
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
既
存
の
ガ
ラ
ス
工
場
、

大
理
石
や
碧
玉
等
の
研
磨
工
場
の
合
理
化
。
そ
れ
に
磁
器
製
作
所
の
創
設

で
あ
る
。
代
官
は
こ
れ
ら
の
殖
産
興
業
の
計
画
に
賛
同
。
そ
の
準
備
と
し

て
の
視
察
旅
行
を
許
可
。

一
七

O
一
一
一

O
月
、
代
官
の
指
令
書
と
推
薦
状
を
携
行
。
先
ず
オ
ラ
ン
ダ

で
は
デ
ル
フ
ト
窯
を
始
め
、
多
く
の
硝
子
や
レ
ン
ズ
の
工
場
を
視
察
。
次

い
で
パ
リ
へ
、
代
官
の
紹
介
状
を
数
名
の
貴
族
に
手
渡
し
、
又
、
新
た
に

紹
介
さ
れ
た
建
築
家
や
彫
刻
家
な
ど
の
邸
宅
を
訪
問
し
て
い
る
。
磁
器
に

関
し
て
は
パ
リ
郊
外
サ
ン
・
ク
ル

l
の
ガ
ラ
ス
紬
軟
磁
器
工
房
を
視
察
す

る
彼
の
パ
リ
訪
問
は

4
度
目
で
、
最
後
と
な
っ
た
。
そ
の
時
の
様
子
が
パ

リ
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
一
七

O
一
年
度
年
報
に
記
録
さ
れ
て
お
り
、
次
の

よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
(
フ
ォ
ン
ト
ネ
ル
の
所
見
一
こ
の
パ
リ
滞
在
中
、

4 

チ
ル
ン
ハ
ウ
ス
氏
は
友
人
の
ホ
ン
ベ
ル
ク
氏
に
一
つ
の
秘
密
を
打
ち
明
け

た
。
彼
は
中
国
の
も
の
と
全
く
同
じ
磁
器
の
製
法
を
見
つ
け
出
し
て
い
た

の
で
す

0

・
:
そ
れ
迄
は
、
磁
器
は
中
国
の
み
に
賜
っ
た
特
別
の
天
賦
の
才

が
生
み
出
し
た
産
物
で
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
当

た
っ
て
い
な
い
。
磁
器
の
土
は
地
上
全
般
、
ど
こ
に
で
も
存
在
す
る
種
々

の
土
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
肝
心
な
の
は
、
そ
れ
ら
を
正
し
く
混
合
す

る
方
法
を
把
握
す
る
こ
と
で
す
。
最
初
の
発
見
者
は
探
求
す
る
こ
と
な
く

偶
然
に
よ
っ
て
そ
の
秘
密
を
発
見
す
る
。
だ
が
、
最
初
の
発
見
者
が
見
つ

け
た
物
を
後
で
探
す
二
番
目
の
者
は
、
熟
慮
中
。
『
丘
団
O

ロロ
0
5
8酔
)
に

よ
っ
て
の
み
見
い
だ
す
事
が
で
き
る
の
で
す
。
チ
ル
ン
ハ
ウ
ス
氏
は
ホ
ン
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ベ
ル
ク
氏
に
自
作
の
磁
器
を
一
つ
渡
し
、
代
わ
り
に
秘
密
の
化
学
薬
品
を

入
手
す
る
。
:
・
)

一
七

O
二
二
二
月
始
め
、
視
察
旅
行
の
報
告
を
す
る
た
め
ド
レ
ス
デ
ン
に
代

官
の
公
邸
を
訪
れ
る
。
そ
こ
に
は
予
期
せ
ぬ
人
物
が
待
っ
て
い
た
。
代
官

が
紹
介
し
た
の
は
、

J.
F 

ベ
ッ
ト
ガ
ー
で
あ
っ
た
。

3.
ザ
ク
セ
ン
に
迎
え
ら
れ
た
錬
金
術
師
・
ベ
ッ
ト
ガ

l

川
ザ
ク
セ
ン
選
帝
侯
国
の
政
治
的
・
経
済
的
状
況

一
六
九
四
年
、
ザ
ク
セ
ン
選
帝
侯

r
z
Bの
g話
回
世
が
没
し
、
彼
の
弟

が
『
江
主
一
巳

nvkrc羽
阿
国
許
一
世
と
し
て
二
四
歳
の
若
さ
で
選
帝
侯
の
地
位
に
つ

、‘，.。

し
み
人

一
六
九
七
年
、
こ
の

F.

ア
ウ
グ
ス
ト
一
世
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
の
地
位

を
得
て
、
そ
こ
で
は
ア
ウ
グ
ス
ト
二
世
と
称
し
た
。
そ
の
日
的
の
た
め
に
彼
は

選
挙
前
に
カ
ト
リ
ッ
ク
に
改
宗
し
た
。
更
に
選
挙
の
必
勝
法
と
し
て
、
選
挙
権

を
も
っ
上
級
貴
族
を
買
収
す
る
た
め
に
多
額
の
資
金
を
必
要
と
す
る
が
、
そ
の

捻
出
策
と
し
て
、
選
帝
侯
は

F
Eロ
与
己
認
を
は
じ
め
計
七
か
所
の
領
地
と
統

治
権
を
担
保
に
莫
大
な
借
金
を
し
た
。
彼
は
つ
い
に
問
。
巳
m
(王
)
の
冠
を
戴

く
こ
と
が
で
き
た
が
、
間
も
な
く
ア
ウ
グ
ス
ト
王
は
大
き
な
試
練
に
見
舞
わ
れ

た
。
そ
れ
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
と
し
て
巻
き
込
ま
れ
た
北
方
戦
争
(
一
七

O
O
|

一
七
一
一
一
)

デ
ン
マ
ー
ク
、
ザ
ク
セ
ン
の

で
あ
る
。

一
六
九
九
年
、

ロ
シ
ア
、

聞
に
「
北
方
同
盟
」
が
締
結
。

一
七

O
O
年
、
バ
ル
ト
海
の
覇
権
を
め
ぐ
っ

て
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
宣
戦
布
告
。
ザ
ク
セ
ン
侯
国
に
は
戦
争
に
よ
る
新
た
な
財

政
的
圧
迫
が
加
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
、
君
主
ア
ウ
グ

ス
ト
王
の
ワ
ル
シ
ャ
ワ
滞
在
中
、
又
、
頻
繁
な
出
陣
に
よ
る
留
守
中
、
ド
レ
ス

デ
ン
で
の
政
務
を
代
行
し
て
い
た
の
が
代
官
・
フ
ォ
ン

フ
ユ
ル
ス
テ
ン
ベ
ル

ク
侯
爵
で
あ
っ
た
。
当
然
彼
も
国
家
の
窮
状
へ
の
対
策
に
苦
慮
せ
ざ
る
を
え
な

い
状
況
に
あ
っ
た
。

同
チ
ル
ン
ハ
ウ
ス
の
視
察
旅
行
報
告
書
と
殖
産
興
業
計
画
の
提
案

一
七

O
二
年
三
月
一
六
日
付
け
で
代
官
に
提
出
し
た
「
報
告
書
」
に
は
、
オ

ラ
ン
ダ
と
パ
リ
周
辺
で
見
聞
し
た
諸
産
業
の
実
情
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
両
国

共
通
し
て
視
察
し
た
対
象
は
、
ガ
ラ
ス
製
品
(
ク
リ
ス
タ
ル
製
品
、
大
小
の
鏡
、

5 

レ
ン
ズ
、
望
遠
鏡
な
ど
)

の
生
産
施
設
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
ヴ
エ
ル
サ

イ
ユ
宮
殿
を
は
じ
め
と
す
る
バ
ロ
ッ
ク
様
式
の
建
築
と
そ
の
内
装
、
貴
族
の
大

邸
宅
の
豪
華
な
家
具
調
度
品
、
東
洋
磁
器
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
等
が
詳
し
く
記
録
さ

れ
て
い
る
。
彼
は
ザ
ク
セ
ン
特
産
の
碧
玉
の
サ
ン
プ
ル
を
持
参
し
て
お
り
、

ノt

リ
の
建
築
家
か
ら
注
文
も
受
け
た
と
記
し
て
い
る
。

さ
て
、
彼
が
最
も
視
察
を
望
ん
で
い
た
二
つ
の
窯
場
に
つ
い
て
の
報
告
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。
先
ず
デ
ル
フ
ト
の
工
房
に
つ
い
て
、
そ
こ
の
製
品
が
悶
器

で
あ
る
ゆ
え
、
関
心
は
焼
成
用
の
窯
の
構
造
に
向
け
ら
れ
た
。
「
い
わ
ゆ
る
磁

器
製
造
技
術
を
じ
っ
く
り
と
観
察
し
た
。
特
に
柚
薬
、
製
品
を
損
な
わ
な
い
窯

入
れ
の
方
法
、
ま
た
焼
成
中
に
表
面
が
汚
れ
な
い
よ
う
す
る
方
法
な
ど
、
我
々
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の
所
で
は
全
く
未
知
な
新
技
術
が
あ
っ
た
」
と
。
こ
れ
は
少
な
く
と
も
窯
の
構

造
が
効
率
的
で
あ
る
こ
と
、
焼
成
中
に
製
品
本
体
を
保
護
す
る
技
術
が
進
歩
し

て
い
る
こ
と
の
新
発
見
で
あ
る
。

次
の
訪
問
地
、
パ
リ
郊
外
サ
ン
・
ク
ル

l
の
ガ
ラ
ス
紬
磁
器
工
房
に
つ
い
て

は
厳
し
い
評
価
を
下
し
て
い
る
て
い
る
。
「
サ
ン
・
ク
ル

l
の
磁
器
工
房
で
幾

っ
か
の
製
品
を
求
め
た
が
、
自
然
に
壊
れ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
胎
土
の
組
成
に
塩

分
が
多
す
ぎ
る
か
ら
だ
。
仕
上
が
り
の
粗
悪
さ
は
何
に
由
来
し
て
い
る
の
か
、

容
一
…
や
材
料
撹
持
機
な
ど
は
ま
あ
ま
あ
良
好
だ
が
、
そ
の
他
の
原
因
は
私
に
は
分

っ
て
い
る
。
青
色
は
黒
ず
ん
で
い
る
。
結
論
だ
が
、
こ
の
工
房
は
や
が
て
破
産

す
る
で
し
ょ
う
。
」

チ
ル
ン
ハ
ウ
ス
は
「
報
告
書
」
の
提
出
に
続
い
て
、
旅
行
前
に
進
言
し
て
い

た
研
磨
工
場
、
ガ
ラ
ス
製
造
、
磁
器
製
品
の
マ
ニ
ユ
フ
ア
ク
チ
ャ

l
設
立
を
提

案
し
た
。
彼
は
一
七

O
三
年
一

O
月
二
九
日
付
け
で
代
官
に
磁
器
マ
ニ
ユ
フ
ア

ク
チ
ャ

l
計
画
決
定
の
回
答
を
申
請
し
て
い
る
。
し
か
し
、
彼
の
提
案
は
棚
上

げ
に
な
っ
た
ま
ま
で
あ
り
、
逆
に
王
と
代
官
が
彼
に
課
し
た
の
は
、
焦
眉
の
問

題
と
な
っ
て
い
た
「
錬
金
術
に
よ
る
金
作
り
」
事
業
の
た
め
に
重
責
を
果
た
す

役
目
で
あ
っ
た
。

同
薬
剤
師
J
・

ベ
ッ
ト
ガ
I

こ
六
八
ニ
|
一
七
一
九
)
と
錬
金
術

F 

ベ
ッ
ト
ガ

l
は
一
四
歳
で
ベ
ル
リ
ン
の
老
舗
薬
局
ツ
オ
ル
ン
の
徒
弟
と
な

り、

5
年
後
に
薬
剤
師
職
人
の
資
格
を
得
た
。
二

O
歳
と
な
っ
た
若
者
は
そ
の

薬
局
で
錬
金
術
の
実
験
を
試
み
、
成
功
し
た
と
い
う
。
忽
ち
広
ま
っ
た
そ
の
噂

を
耳
に
し
た
プ
ロ
イ
セ
ン
王
・
フ
リ
l
ド
リ
ッ
ヒ
一
世
は
、
薬
局
の
主
人
ツ
オ

ル
ン
氏
と
ベ
ッ
ト
ガ
l
の
出
頭
を
命
じ
た
。
辛
う
じ
て
脱
出
し
た
ベ
ッ
ト
ガ

1

を
プ
ロ
イ
セ
ン
王
は
軍
隊
を
出
動
さ
せ
て
追
わ
せ
る
が
、

ベ
ッ
ト
ガ

l
は
ザ
ク

セ
ン
の
ヴ
イ
ツ
テ
ン
ベ
ル
ク
に
逃
れ
た
。
知
ら
せ
を
受
け
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
ア

ウ
グ
ス
ト
二
世
と
プ
ロ
イ
セ
ン
王
と
の
蛾
烈
な
駆
け
引
き
の
末
、
結
局
ア
ウ
グ

ス
ト
王
が
こ
の
「
金
の
烏
」
を
獲
得
し
、
ド
レ
ス
デ
ン
に
匿
っ
た
の
で
あ
る
。

ザ
ク
セ
ン
側
の
目
的
も
当
然
、
こ
の
錬
金
術
師
が
作
り
出
す
は
ず
の
莫
大
な
量

の
金
で
あ
っ
た
。

ベ
ッ
ト
ガ

l
は
王
の
宮
殿
に
隣
接
す
る
「
金
の
家
」
で
、
宮
廷
顧
問
官
肌
ネ

ー
ミ
ッ
ツ
の
采
配
に
よ
り
、
厳
し
い
監
視
下
に
あ
り
な
が
ら
も
丁
重
な
扱
い
を

6 

受
け
賀
沢
な
生
活
を
許
さ
れ
た
。
彼
は
大
量
の
金
を
約
束
し
、
十
分
な
設
備
と

希
望
す
る
全
て
の
原
材
料
の
支
給
を
受
け
、
実
験
を
繰
り
返
す
。
結
局
は
失
敗

の
連
続
で
あ
り
、

一
七

O
三
年
六
月
、
逃
亡
を
試
み
た
が
、
連
れ
戻
さ
れ
て
い

る。
錬
金
術
実
験
の
成
功
に
は
最
新
の
知
識
と
技
術
の
援
助
が
必
要
で
あ
る
と
、

玉
、
代
官
、

M.
ネ
l
ミ
ッ
ツ
が
判
断
し
た
結
果
、
新
し
い
錬
金
術
実
験
の
チ

ー
ム
が
結
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
チ
ル
ン
ハ
ウ
ス
と
オ
l
ハ
イ
ン
が

そ
の
一
員
と
し
て
王
か
ら
特
命
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

実
の
所
、
チ
ル
ン
ハ
ウ
ス
は
そ
れ
迄
の
約
二
年
間
、
自
分
が
王
に
提
案
し
た

事
業
に
対
し
て
着
実
に
準
備
を
進
め
て
い
た
。
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一
七

O
四
年
、
ラ
イ
ブ
ニ
ツ
ツ
は
秘
書
の
エ
ツ
ク
ハ
ル
ト
を
所
用
で
ド
レ
ス

デ
ン
へ
派
遣
し
た
が
、
そ
の
際
、
彼
は
懸
案
の
問
題
で
あ
る
ド
レ
ス
デ
ン
王
立

科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
設
立
の
経
過
を
知
る
た
め
、
チ
ル
ン
ハ
ウ
ス
を
実
験
室
に
訪

ね
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。

秘
書
の
報
告
の
中
に
は
チ
ル
ン
ハ
ウ
ス
の
発
明
品
に
つ
い
て
の
言
及
も
あ

る
。
彼
は
「
チ
ル
ン
ハ
ウ
ス
が
僅
か
な
燃
料
で
ピ

l
ル
を
醸
造
し
た
り
、
硝
子

や
壷
を
焼
成
し
た
り
、
青
の
顔
料
を
煎
っ
た
り
出
来
る
炉
を
開
発
し
た
」
、
さ

ら
に
、
「
彼
は
ガ
ラ
ス
事
業
、
実
に
美
し
い
磁
器
の
製
作
に
成
果
を
あ
げ
て
い

ま
す
。
磁
器
の
試
作
品
を
一
個
拝
見
し
た
の
だ
が
、
そ
れ
は
繊
細
で
密
度
の
高

い
丸
い
作
品
で
し
た
。
彼
は
、
中
国
人
も
こ
れ
以
上
の
作
風
の
磁
器
は
作
れ
な

い
で
し
ょ
う
、
と
言
わ
れ
た
。
・
:
そ
の
他
、
貴
石
類
の
研
磨
や
化
学
物
質
の
処

理
法
な
ど
も
開
発
し
て
い
ま
す
:
・
」
と
記
し
て
い
る
。

こ
の
時
点
で
白
磁
器
の
真
正
な
条
件
を
備
え
た
作
品
、

つ
ま
り
、
そ
の
原
材

料
の
改
善
が
進
め
ば
硬
質
の
白
磁
に
到
達
で
き
る
原
型
(
ワ
ッ
ク
ス
磁
器
)
が

チ
ル
ン
ハ
ウ
ス
の
実
験
室
で
誕
生
し
て
い
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
ベ
ッ
ト
ガ

ー
の
助
言
者
と
し
て
新
し
い
局
面
を
迎
え
た
チ
ル
ン
ハ
ウ
ス
は
赤
い
磁
器
(
妬

器
)
を
開
発
す
る
こ
と
に
な
る
。
彼
が
、
白
磁
を
目
指
し
て
パ
リ
郊
外
で
粘
土

の
実
験
を
始
め
た
一
六
七
五
年
以
来
、
既
に
三

O
年
が
経
過
し
て
い
た
。

4 

ア
ル
ブ
レ
ヒ
卜
域
で
の
実
験
(
一
七

O
五
年
九
月
|
一
七

O
六
年
九
月
)

の
成
果
と
ケ
l
ニ
ッ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
城
塞
で
の
空
白
の
一
年
間
(
一
七

O

六
年
九
月
|
一
七

O
七
年
九
月
)

ア
ウ
グ
ス
ト
王
の
命
令
で
、
こ
の
錬
金
術
師
を
支
え
る
べ
く
新
し
い
体
制
が

組
ま
れ
た
の
は
一
七

O
四
年
の
半
ぼ
で
あ
る
。
チ
ル
ン
ハ
ウ
ス
は
鉱
山
監
督
官

で
治
金
学
者
オ

I
ハ
イ
ン
と
共
に
ベ
ッ
ト
ガ
l
の
後
見
人
役
を
命
じ
ら
れ
、
国

家
機
密
の
厳
し
い
拘
束
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

一
七

O
四
年
五
月
二
五
日
付

で
チ
ル
ン
ハ
ウ
ス
は
君
主
・

F.

ア
ウ
グ
ス
ト
一
世
に
対
し
、

ベ
ッ
ト
ガ
l
の

仕
事
に
つ
い
て
秘
密
厳
守
を
貫
く
旨
の
宣
誓
書
を
提
出
し
て
い
る
。
「
私
、

コニ

ー
レ
ン
フ
リ
1
ト
・
ヴ
ア
ル
タ
l
・
フ
ォ
ン
・
チ
ル
ン
ハ
ウ
ス
は
全
能
の
神
の

名
に
お
い
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
な
ら
び
に
閣
下
方
に
対
し
宣
誓
し
約
束
い
た
し

ま
す
一
私
は
、

J
・

B.
氏
か
ら
陛
下
に
秘
密
裏
に
お
伝
え
す
べ
く
依
頼

7 

F 

を
受
け
る
で
あ
ろ
う
事
全
て
に
つ
き
ま
し
て
代
官
閣
下
以
外
に
は
誰
に
も
決
し

て
口
外
す
る
こ
と
な
く
、
墓
場
へ
赴
く
ま
で
沈
黙
を
保
ち
ま
す
一
又
こ
の
事
柄

に
関
す
る
全
て
の
内
容
に
つ
い
て
、
将
来
、
陛
下
が
返
答
を
も
ら
っ
て
く
る
よ

う
私
に
命
令
さ
れ
る
事
に
つ
い
て
も
同
じ
く
菩
い
ま
す
一
又
、
〉
吋
白
日
比
(
筆

者
注
一
秘
薬
、
賢
者
の
石
)
の
内
容
に
つ
い
て
私
が
何
か
知
る
こ
と
に
な
れ
ば
、

そ
の
事
柄
に
つ
い
て
も
墓
場
へ
赴
く
ま
で
沈
黙
を
保
ち
ま
す
、
:
・
一
七

O
四
年

チ
ル
ン
ハ
ウ
ス
」

五
月
二
五
日
、
ド
レ
ス
デ
ン
に
て
宣
誓
、

E.
w 
v 

こ
の
よ
う
に
し
て
極
秘
の
使
命
を
受
け
た
チ
ル
ン
ハ
ウ
ス
は
、
錬
金
術
の
成

果
を
確
信
し
て
い
る
ア
ウ
グ
ス
ト
王
と
代
官
の
強
い
要
請
で
ベ
ッ
ト
ガ

l
の
監

視
役
、
及
び
王
や
代
官
と
の
連
絡
係
を
命
じ
ら
れ
た
。
翌
一
七

O
五
年
三
月
六
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日
、
「
秘
薬
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
お
項
目

(ωφHUEEm--Jomggg)」

が
、
ア
ウ
グ
ス
ト
王
、

フ
ユ
ル
ス
テ
ン
ベ
ル
ク
代
官
、
チ
ル
ン
ハ
ウ
ス
、
ォ
l

ハ
イ
ン
の
四
名
の
押
印
と
署
名
を
も
っ
て
発
効
し
た
。
そ
の
中
の
第
3
項
は

「
・
:
秘
薬
を
習
得
す
べ
き
者
は
2
名
、
そ
れ
以
上
は
選
ば
れ
て
は
な
ら
ぬ
。
:
・
」

と
あ
り
、
第
4
項
は
「
:
・
こ
の

2
名
の
者
は
、
そ
の
秘
密
を
文
字
で
書
い
て
は

な
ら
ぬ
、
他
の
人
の
手
に
渡
ら
ぬ
た
め
に
。
も
し
、
記
憶
に
保
つ
こ
と
が
不
可

能
な
場
合
は
、
暗
号
に
て
記
す
べ
し
、
た
だ
し
、
そ
の
暗
号
と
解
読
法
は
同
時

に
所
有
し
て
は
な
ら
ぬ
。
」

そ
し
て
、
こ
の
厳
し
い
守
秘
義
務
を
背
負
う
2
名
の
人
物
に
、
チ
ル
ン
ハ
ウ

(
却
)

ス
と
オ
l
ハ
イ
ン
は
一
七

O
四
年
七
月
一
七
日
付
け
で
任
命
さ
れ
て
い
た
。

事
実
ま
た
、
王
の
命
令
に
よ
り
、
ベ
ッ
ト
ガ
l
が
秘
蔵
す
る
錬
金
術
用
秘
薬

の
レ
シ
ピ
は
こ
の
二
人
の
科
学
者
の
確
か
な
頭
脳
と
腕
に
渡
っ
た
の
で
あ
る
。

一
七

O
五
年
五
月
、
ォ
l
ハ
イ
ン
は
フ
ラ
イ
ベ
ル
ク
で
、
チ
ル
ン
ハ
ウ
ス
は
ド

レ
ス
デ
ン
で
、
そ
の
ベ
ッ
ト
ガ
l
の
秘
薬
の
調
合
を
開
始
し
た
。
秘
薬
を
完
成

し
た
こ
の
二
人
は
一
七

O
五
年
九
月
、
王
の
許
可
を
得
て
い
る
関
係
者
の
見
守

る
中
で
金
属
の
染
色
実
験
を
行
っ
た
が
、

い
ず
れ
も
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
ベ
ツ

ト
ガ

l
は
王
の
命
令
で
、

エ
ル
ベ
河
畔
の
小
高
い
正
の
上
に
建
つ
る
マ
イ
セ
ン

の
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
城
に
監
禁
さ
れ
た
。
更
に
、
こ
の
科
学
者
両
名
に
は
そ
の
古

城
で
秘
薬
の
完
成
を
強
要
さ
れ
た
ベ
ッ
ト
ガ
l
を
訪
問
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
指
導
・
監
督
す
る
義
務
が
課
せ
ら
れ
た
。

一
七

O
五
年
九
月
以
降
、
新
し
い
実
験
室
で
行
わ
れ
た
チ
I
ム
に
よ
る
実
験

が
失
敗
に
終
わ
っ
た
こ
と
は
、
代
官
が
、
チ
ル
ン
ハ
ウ
ス
か
ら
の
報
告
に
対
す

る
一
七

O
六
年
四
月
一
三
/
二
一
日
の
返
信
の
中
で
、
厳
し
く
忠
告
し
て
い
る

事
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
「
二
度
と
再
び
か
か
る
不
都
合
な
結
果
に
な
ら
ぬ

(
幻
)

ょ
う
、
万
全
の
備
え
を
も
っ
て
事
に
当
た
る
べ
し
:
・
」
こ
の
苦
言
に
対
し
オ
l

ハ
イ
ン
は
、
同
年
五
月
二
四
日
付
け
で
「
グ
ラ
ス
の
破
損
と
〈
砂
の
カ
プ
セ

ル
〉
の
亀
裂
に
よ
っ
て
、
周
到
に
準
備
し
た
物
質
の
最
も
貴
重
な
も
の
が
失
わ

れ
た
」
と
弁
明
し
、
ベ
ッ
ト
ガ
l
の
意
見
と
し
て
、
チ
ル
ン
ハ
ウ
ス
が
こ
の
器

(
幻
)

具
を
改
善
す
る
ま
で
実
験
は
中
止
す
べ
き
だ
と
付
記
し
て
い
る
。
本
来
、
高
度

の
耐
熱
性
を
も
っ
容
器
の
開
発
は
チ
ル
ン
ハ
ウ
ス
に
課
せ
ら
れ
た
仕
事
で
あ
っ

た
。
彼
は
ド
レ
ス
デ
ン
に
あ
る
ガ
ラ
ス
工
場
の
技
師
と
共
に
堅
牢
な
「
柑
桶
と

蒸
発
皿
」
の
試
作
品
を
造
っ
た
の
で
あ
る
。

一
七

O
六
年
五
月
二
七
/
二
九
付

8 

け
、
パ
プ
ス
ト
自
筆
の
メ
モ
用
紙
二
枚
に
、
チ
ル
ン
ハ
ウ
ス
が
新
規
に
製
作
し

た
器
具
に
関
す
る
覚
書
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
「
ク
リ
ス
タ
ル
硝
子
器
鋳
造
用

の
型
を
一
種
の
粘
土
で
成
型
し
、
窯
で
堅
く
焼
結
さ
せ
た
。
・
:
チ
ル
ン
ハ
ウ

ス
は
、
砂
利
を
灰
粉
に
し
て
練
り
上
げ
た
も
の
、

つ
ま
り
石
英
を
4
種
類
の
泥

土
に
混
ぜ
込
み
、

〈
石
鹸
の
よ
う
に
微
細
〉
な
素
地
を
得
た
。
ま
た
彼
は
原
料

に
粘
土
を
用
い
て
試
作
し
、
柑
桶
用
の
主
原
料
と
し
て
純
粋
な
カ
オ
リ
ン
に
富

む
素
地
を
得
た
。
こ
れ
ら
二
種
類
の
混
合
比
率
は
製
作
す
べ
き
容
器
類
の
目
的

に
よ
っ
て
様
々
に
変
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
将
来
の
課
題
で
あ
る
」
と
記
さ
れ

(
剖
)

て
い
る
。
こ
の
堅
牢
な
柑
桶
の
製
作
に
先
ん
じ
て
、
チ
ル
ン
ハ
ウ
ス
は
一
七

O

六
年
一
月
に
フ
ラ
イ
ベ
ル
ク
鉱
山
か
ら
坑
夫
数
名
を
ベ
ッ
ト
ガ

l
の
助
手
と
し



マイセン磁器誕生前史
一-E.W.v.チルンハウスの活動を中心に一一

て
呼
び
寄
せ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
窯
や
炉
の
管
理
に
優
れ
た
者
や
チ
ル
ン
ハ

ウ
ス
の
指
示
で
赤
色
磁
器
の
板
や
大
理
石
風
タ
イ
ル
を
手
本
に
し
て
試
作
品
を

焼
い
た
者
が
い
た
。
そ
の
中
の
一
人
ヴ
イ
ル
デ
ン
シ
ユ
タ
イ
ン
は
、
ベ
ッ
ト
ガ

ー
と
チ
ル
ン
ハ
ウ
ス
が
一
緒
に
陶
磁
器
の
製
作
を
し
て
い
た
、
と
証
言
し
て
い

{
缶
}

る
。
結
局
、
融
解
点
の
高
い
鉱
物
の
実
験
に
耐
え
得
る
〈
赤
色
磁
器
製
錬
金
術

用
柑
禍
〉
は
、
様
々
な
種
類
の
赤
色
磁
器
類
の
最
高
点
に
立
つ
傑
作
品
で
あ
り
、

後
に
マ
イ
セ
ン
磁
器
マ
ニ
ユ
フ
ァ
ク
チ
ャ

1
で
製
品
化
さ
れ
た
〈
ベ
ッ
ト
ガ

l
妬
器
〉
の
原
型
で
あ
る
。
当
然
、
こ
れ
が
チ
ル
ン
ハ
ウ
ス
の
発
明
で
あ
る

こ
と
は
、
上
記
オ
l
ハ
イ
ン
の
記
録
か
ら
も
確
か
で
あ
る
。
だ
だ
し
、
こ
の
柑

桶
で
錬
金
術
実
験
が
行
わ
れ
た
と
い
う
記
録
は
な
い
。

ベ
ッ
ト
ガ
l
は
突
如
、

マ
イ
セ
ン
か
ら
堅
牢
な
ケ
l
ニ
ツ
ヒ
シ
ユ
タ
イ
ン
城

塞
に
移
さ
れ
た
。
そ
の
頃
、
北
方
戦
争
で
は
ザ
ク
セ
ン
側
の
敗
色
が
濃
厚
と
な

り
、
ザ
ク
セ
ン
侯
国
の
国
土
が
ス
エ

l
デ
ン
軍
に
よ
っ
て
探
聞
さ
れ
て
い
た
。

敵
軍
の
ド
レ
ス
デ
ン
侵
入
を
目
前
に
し
て
、

一
七

O
六
年
九
月
中
旬
、
ベ
ッ
ト

ガ
ー
は
「
三
人
の
召
使
い
を
従
え
た
男
」
と
し
て
あ
の
ケ
l
ニ
ッ
ヒ
シ
ユ
タ
イ

ン
城
塞
の
収
容
所
に
隔
離
さ
れ
た
。
チ
ル
ン
ハ
ウ
ス
は
こ
の
時
の
護
送
の
任
に

あ
た
っ
た
だ
け
で
な
く
、
そ
の
後
も
収
容
所
当
局
と
[
無
名
の
男
」
と
の
連
絡

(
釘
)

係
も
務
め
て
い
る
。
不
満
足
な
日
々
を
送
っ
て
い
た
囚
人
ベ
ッ
ト
ガ

1
は、

七
O
七
年
六
月
三
日
付
け
で

F.
ア
ウ
グ
ス
ト
一
世
宛
に
、
王
の
訪
問
を
懇
願

し
、
重
要
な
こ
と
を
直
接
話
し
た
い
と
い
う
旨
の
手
紙
を
送
っ
て
い
る
。
「
・
:

こ
こ
で
僅
か
日
分
で
も
王
に
直
接
お
伝
え
で
き
れ
ば
と
希
望
し
て
お
り
ま
す
。

そ
う
な
れ
ば
例
え
小
生
が
二
カ
月
間
、
こ
こ
に
滞
在
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
し
て
も
、

そ
の
聞
に
実
に
有
用
な
こ
と
を
成
し
遂
げ
ら
れ
る
と
存
じ
ま
す
。
そ
の
大
事
な

こ
と
は
書
面
で
は
お
伝
え
し
か
ね
ま
す
が
、
神
の
名
に
か
け
て
陛
下
の
お
望
み

に
応
え
得
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
:
・
陛
下
と
の
面
識
が
叶
っ
た
暁
に
は
、
チ
ル

ン
ハ
ウ
ス
様
の
ご
助
力
を
得
て
二
カ
月
間
で
立
派
な
仕
事
(
叩
庄
司
O
E
g
)

を

成
し
遂
げ
る
所
存
で
あ
り
ま
す
し
、
そ
れ
が
小
生
の
最
大
の
願
望
で
あ
り
ま
す
、

(
田
}

・
:
」
こ
の
請
願
に
た
い
し
、
ア
ウ
グ
ス
ト
王
は
一
七

O
七
年
六
月
八
日
、
午
前

5
時
に
ベ
ッ
ト
ガ
l
を
ド
レ
ス
デ
ン
に
出
頭
さ
せ
る
べ
く
、
チ
ル
ン
ハ
ウ
ス
と

侍
医
バ
ル
ト
ロ
メ
イ
の
二
人
を
城
塞
に
派
遣
し
(
一
七

O
七
年
六
月
七
日
付
け
、

廿ム

ア
ウ
グ
ス
ト
一
世
よ
り
ケ
l
ニ
ツ
ヒ
シ
ユ
タ
イ
ン
収
容
所
所
長
宛
、
通
行

許
可
要
請
)
、
次
い
で
六
月
一
七
日
付
け
で
、

M.
ネ
I
ミ
ツ
ツ
、
チ
ル
ン
ハ

9 

ウ
ス
、
ォ
l
ハ
イ
ン
を
ベ
ッ
ト
ガ
l
と
面
会
さ
せ
る
べ
く
、
通
行
許
可
要
請
が

(
田
)

発
せ
ら
れ
て
い
る
。

さ
て
、
ベ
ッ
ト
ガ
l
の
意
味
深
長
な
手
紙
を
受
け
取
っ
た
後
、

ア
ウ
グ
ス
ト

王
は
彼
を
呼
び
寄
せ
て
そ
の
「
立
派
な
仕
事
」
の
内
容
を
聞
き
出
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
王
が
そ
の
十
日
後
に
再
度
、
宮
廷
参
事
官
を
筆
頭
に
三

人
も
の
要
人
を
ケ
l
ニ
ッ
ヒ
シ
ユ
タ
イ
ン
へ
派
遣
し
ベ
ッ
ト
ガ
!
と
面
談
さ
せ

て
い
る
理
由
は
何
処
に
あ
っ
た
の
か
。
推
畳
の
域
を
出
な
い
が
、
そ
れ
は
王
自

ら
が
新
し
い
磁
器
実
験
場
の
計
画
を
推
進
し
て
い
た
事
実
と
関
連
し
て
い
た
と

思
わ
れ
る
。

つ
ま
り
、
そ
の
頃
ド
レ
ス
デ
ン
に
は
ス
エ

l
デ
ン
軍
が
駐
屯
し
て

い
た
の
だ
が
、
王
は
エ
ル
ベ
河
畔
の
古
い
建
物
を
磁
器
実
験
場
に
改
築
す
る
決



藍術研究第19号 2006

断
を
下
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
新
し
い
施
設
に
お
け
る
ベ
ッ
ト
ガ
l

の
処
遇
、
そ
れ
も
ベ
ッ
ト
ガ
l
の
約
束
し
た
「
立
派
な
仕
事
」
が
達
成
で
き
る

よ
う
な
処
遇
を
策
定
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

結
果
的
に
は
、
チ
ル
ン
ハ
ウ
ス
の
設
計
と
監
督
に
よ
っ
て
完
成
し
た
そ
の
新

し
い
磁
器
実
験
場
に
は
、
王
の
特
別
の
計
ら
い
で
ベ
ッ
ト
ガ
l
専
用
の
賀
沢
な

実
験
室
が
整
え
ら
れ
て
い
た
。
(
詳
細
は
後
述
)

ス
エ

l
デ
ン
軍
撤
退
後
の
一

七
O
七
年
九
月
、
ベ
ッ
ト
ガ
l
は
ド
レ
ス
デ
ン
へ
戻
っ
て
来
た
。

5.
ド
レ
ス
デ
ン
・
ヴ
ェ

l
ヌ
ス

(
H
ユ
ン
フ
ァ

l
)
要
塞
実
験
場
(
一
七

O

七
年
九
月

i
一
七
一

O
年
)

ベ
ッ
ト
ガ

l
の
助
手
ヴ
イ
ル
デ
ン
シ
ユ
タ
イ
ン
は
、

ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
城
に
来

た
時
か
ら
最
後
ま
で
ベ
ッ
ト
ガ
l
と
行
動
を
共
に
し
た
職
人
で
あ
る
。
そ
の
彼

が
自
ら
の
体
験
を
一
七
三
六
年
、
回
想
録
と
し
て
公
に
し
て
い
る
。
そ
の
中
の

記
述
か
ら
新
し
い
実
験
場
の
様
子
を
窺
う
こ
と
に
す
る
。

「
そ
の
聞
に
ド
レ
ス
デ
ン
の
所
謂
ユ
ン
フ
ァ

l
要
塞
の
上
に
家
が
建
て
ら
れ

て
い
た
、
私
た
ち
は
ケ
l
ニ
ツ
ヒ
シ
ユ
タ
イ
ン
か
ら
そ
こ
へ
降
り
て
来
た
、
そ

の
丸
天
井
の
空
間
は
雑
然
と
し
て
い
た
の
で
、
先
ず
は
実
験
室
ら
し
く
な
る
ま

で
整
頓
し
た
が
、
そ
の
時
、
チ
ル
ン
ハ
ウ
ス
様
が
全
て
の
こ
と
指
図
し
て
下
さ

っ
た
。
や
が
て
実
験
を
始
め
た
が
、
特
に
赤
い
磁
器
の
試
作
品
が
作
ら
れ
、
そ

れ
か
ら
白
い
磁
器
も
、
そ
し
て
私
と
ケ
l
ラ
l
は
殆
ど
毎
日
大
き
な
凸
レ
ン
ズ

の
前
に
立
っ
て
鉱
石
類
の
溶
解
実
験
を
し
た
、
日
が
痛
く
て
遠
く
の
物
が
見
え

に
く
く
な
る
程
で
し
た
。
チ
ル
ン
ハ
ウ
ス
様
が
種
々
の
試
作
品
を
見
て
、
ま
す

ま
す
良
く
な
っ
て
き
た
と
言
わ
れ
た
時
、
ベ
ッ
ト
ガ
l
様
は
私
た
ち
助
手
が
必

要
品
を
入
手
す
る
為
の
外
出
許
可
を
頼
ん
で
下
さ
っ
た
。
私
た
ち
は
今
回
も
ま

(
叩
)

た
監
禁
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。
」
こ
の
記
述
か
ら
分
か
る
事
実
は
、
赤
い
磁
器
、

少
し
後
に
白
い
磁
器
、
大
き
な
凸
レ
ン
ズ
の
太
陽
鏡
で
の
実
験
(
チ
ル
ン
ハ
ウ

ス
の
創
案
に
よ
る
ダ
ブ
ル
・
レ
ン
ズ
の
太
陽
鏡
は
、
狭
い
空
間
で
使
用
で
き
、

一
五

O
O度
以
上
の
高
温
が
得
ら
れ
る
機
器
で
あ
っ
た
)
、
そ
し
て
厳
し
い
監

視
体
制
で
あ
る
。

こ
の
頃
、
ザ
ク
セ
ン
選
帝
侯
国
の
国
家
的
窮
地
は
な
お
も
続
い
て
い
た
。
北

方
戦
争
で
の
敗
北
を
喫
し
た
ア
ウ
グ
ス
ト
王
は
一
七

O
六
年
、

ア
ル
ト
ラ
ン
シ

10 

ユ
テ
ッ
ト
の
和
議
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
の
地
位
を
失
い
、

一
七

O
六
年
二
一
月
か

ら
ザ
ク
セ
ン
に
長
期
滞
在
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
王
が
荒
廃
し

た
国
土
の
復
興
お
よ
び
活
性
化
は
殖
産
興
業
以
外
に
は
無
い
と
確
信
し
た
に
違

、a
t

、o

i
v
J
h司

l
v

一
七

O
七
年
一
一
月
二

O
日
、
王
は
「
北
方
戦
争
で
疲
弊
し
た
国
土

を
種
々
の
マ
ニ
ユ
フ
ア
ク
チ
ャ

l
設
立
に
よ
っ
て
立
て
直
す
」
旨
の
勅
令
を
発

し
た
の
で
あ
る
。
チ
ル
ン
ハ
ウ
ス
が
以
前
か
ら
提
唱
し
て
い
た
磁
器
産
業
計
画

が
実
現
に
向
か
っ
た
の
も
、
こ
の
よ
う
な
王
の
経
済
政
策
の
転
換
と
連
動
し
て

い
た
。
今
や
磁
器
実
験
場
は
始
動
の
時
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。
実
験
場
総
監
督

は
M.
ネ
l
ミ
ツ
ツ
宮
廷
顧
問
官
が
、
磁
器
製
作
部
門
技
術
監
督
に
チ
ル
ン
ハ

ウ
ス
が
、
磁
土
責
任
者
に
バ
ル
ト
ロ
メ
イ
博
士
が
就
任
し
た
。
当
初
の
計
画
の



マイセン磁器誕生前史
一一巳W.v.チルンハウスの活動を中心に一一

中
に
は
ベ
ッ
ト
ガ
!
と
そ
の
助
手
に
は
「
錬
金
術
の
秘
薬
を
完
成
さ
せ
る
」
実

験
が
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
軟
禁
状
態
で
あ
り
な
が
ら
も
ベ
ッ
ト
ガ
l
は
特
別

な
待
遇
を
受
け
て
い
た
。

一
七

O
七
年
一
一
月
二

O
日
付
け
で
ア
ウ
グ
ス
ト
王

が
財
務
官
宛
に
発
し
た
命
令
書
に
は
、

ベ
ッ
ト
ガ

l
の
「
自
由
裁
量
」
で
支
出

を
許
可
す
る
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
飲
食
料
、
快
適
な
住
居
、
，
特

別
な
実
験
室
、
実
験
材
料
、
助
手
の
手
当
な
ど
叩
項
目
に
わ
た
る
。
序
で
に
触

れ
て
お
く
と
、

一
七

O
八
年
一
月
一
一
一
日
付
け
で
、
王
が
財
務
官
に
発
し
た
給

与
の
支
払
い
命
令
書
に
よ
る
と
、
そ
の
支
払
い
対
象
は
「
①

余
み
ず
か
ら

J.

P
A
 

ベ
ッ
ト
ガ

l
に
配
属
し
た
人
物
た
ち
(
人
名
な
し
)

仕
事
と
任
務

② 

に
た
い
し
余
の
承
認
を
得
て
、
余
の
臣
下
と
し
て
採
用
さ
れ
た
部
下
(
ネ
I
ミ

ツ
ツ
、
チ
ル
ン
ハ
ウ
ス
、
バ
ル
ト
ロ
メ
イ
、
監
視
の
任
務
に
あ
た
る
士
官
や
兵

隊
、
運
搬
係
4
名
、
実
験
場
の
職
人
4
名
)
③

職
人
2
名
、
:
・

承
認
済
み

〉
ロ
aq 
z 
rfJ 
.-;-

ロ
印

tj 
m 
同
」チ

と 1レ
あン
る=ハ

0:':::: ウ

こス
のの
文実
書験
の室
内の

容
か
ら
、
ベ
ッ
ト
ガ
l
の
特
別
扱
い
と
チ
ル
ン
ハ
ウ
ス
が
自
分
の
実
験
室
を
保

持
し
続
け
て
い
た
事
実
が
分
か
る
。

や
が
て
同
年
一
一
一
月
、
磁
器
製
作
部
門
が
本
格
的
に
活
動
を
始
め
る
と
、
ベ

ツ
ト
ガ
ー
は
こ
の
時
点
か
ら
磁
器
製
作
に
取
り
組
ん
で
い
る
、
実
は
チ
ル
ン
ハ

ウ
ス
は
彼
に
一

O
月
六
日
付
け
の
手
紙
で
デ
ル
フ
ト
風
の
岡
磁
器
を
製
作
す
る

よ
う
依
頼
し
て
い
た
よ
う
だ
。
こ
の
新
し
い
王
立
磁
器
実
験
場
は
、
チ
ル
ン
ハ

ウ
ス
に
と
っ
て
は
自
分
が
数
年
前
に
提
案
し
て
い
た
「
王
立
磁
器
マ
ニ
ユ
フ
ア

ク
チ
ャ

l
」
の
実
現
を
目
前
に
し
た
準
備
段
階
に
あ
た
る
。
当
然
、
チ
ル
ン
ハ

ウ
ス
の
仕
事
は
個
人
的
試
作
品
を
製
作
す
る
実
験
室
で
の
研
究
か
ら
脱
皮
し
、

大
量
生
産
体
制
を
整
備
す
る
た
め
の
取
組
み
へ
移
行
す
る
こ
と
に
な
る
。
大
量

生
産
に
伴
う
諸
問
題
、
つ
ま
り
原
材
料
の
調
達
、
優
秀
な
人
材
の
採
用
と
育
成
、

分
業
的
生
産
態
勢
の
整
備
等
に
は
、
彼
の
デ
ル
フ
ト
や
パ
リ
の
工
場
視
察
が
役

立
っ
て
い
た
は
ず
だ
。

チ
ル
ン
ハ
ウ
ス
は
緊
急
に
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、

一
七
O
七
年
二
一
月
一

日
付
け
で
フ
ラ
イ
ベ
ル
ク
の
盟
友
オ
l
ハ
イ
ン
に
有
能
な
陶
工
を
数
名
採
用
す

5
ツ
エ
ン
ト
ナ
I
(
1
ツ
エ
ン
ト
ナ
l
は
印
均
)

硝
石
を
探
し
て
ほ
し
い
と
頼
ん
で
い
る
。
こ
の
硝
石
は
カ
オ
リ
ン
に
適
量
混
ぜ

る
事
を
依
頼
し
、
ま
た
、

の

て
そ
の
成
型
力
を
高
め
る
為
に
は
不
可
欠
な
鉱
物
で
あ
る
事
を
彼
は
実
験
で
確

{
担
)

認
し
て
い
た
。

11 

先
ず
初
め
に
製
作
さ
れ
た
も
の
は
、
「
赤
い
」
磁
器
製
品
、

つ
ま
り
、
堅
い

褐
色
の
妬
器
類
で
あ
る
。
こ
れ
に
使
わ
れ
た
原
料
は
ニ
ュ

l
ル
ン
ベ
ル
ク
産

の
鉄
分
を
含
む
腰
質
粘
土
が
主
体
で
あ
る
。
ベ
ッ
ト
ガ

l
は
中
国
の
製
品
(
筆

者
註
一
中
国
の
朱
泥
手
茶
器
な
ど
)
を
手
本
に
し
て
赤
い
磁
器
で
の
製
作
を
試

(
詰
)

み
て
い
る
。

白
い
磁
器
の
開
発
は
、
バ
ル
ト
ロ
メ
イ
(
一
七

O
八
年
一
月
着
任
)

の
懸
命

な
情
報
集
め
で
準
備
が
進
ん
だ
。

一
七

O
八
年
三
月
に
は
コ
ル
デ
イ
ツ
ツ
産
の

粘
土
が
大
量
(
却
万
均
)
に
注
文
さ
れ
た
。
こ
の
土
は
カ
オ
リ
ン
含
有
量
が
少

な
い
の
で
、
主
た
る
用
途
は
白
磁
器
を
焼
く
際
に
製
品
を
入
れ
て
保
護
す
る
カ

(
出
)

プ
セ
ル
用
だ
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
チ
ル
ン
ハ
ウ
ス
が
デ
ル
フ
ト
で
初
め
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て
見
た
と
報
告
し
た
「
焼
成
中
に
表
面
が
汚
れ
な
い
よ
う
に
す
る
方
法
」
(
註

日
参
照
)

で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
さ
て
、
バ
ル
ト
ロ
メ
イ
博
士
は
本
来
ア
ウ

グ
ス
ト
王
の
侍
医
だ
が
、
王
の
命
令
で
ベ
ッ
ト
ガ

l
の
個
人
的
医
師
を
務
め
て

い
る
。
化
学
や
地
質
学
に
も
精
通
し
て
い
る
バ
ル
ト
ロ
メ
イ
は
ド
イ
ツ
中
の
製

陶
所
と
岡
磁
土
の
産
地
を
行
脚
し
て
経
験
を
積
み
、
そ
の
博
識
で
職
人
た
ち
の

良
き
指
導
者
と
も
な
っ
て
い
た
。
ヴ
イ
ル
デ
ン
シ
ユ
タ
イ
ン
は
彼
が
行
っ
た
指

導
に
感
謝
の
一
言
葉
を
残
し
て
い
る
。

一
七

O
八
年
六
月
、

フ
ラ
イ
ベ
ル
ク
の
オ
l
ハ
イ
ン
か
ら
、

ア
ウ
エ
地
方
に

良
質
の
カ
オ
リ
ン
が
在
る
と
の
情
報
が
ド
レ
ス
デ
ン
の
実
験
場
へ
届
き
、
種
々

の
交
渉
の
後
に
「
ア
ウ
エ
の
土
」
の
現
物
が
六
月
中
に
、
チ
ル
ン
ハ
ウ
ス
の
実

験
室
に
到
着
し
た
。
七
月
に
は
、
石
灰
に
代
わ
る
熔
融
剤
と
し
て
バ
ル
ト
ロ
メ

イ
が
「
ア
ラ
パ
ス
タ

l
H
雪
花
石
膏
」
を
ノ
ル
ト
ハ
ウ
ゼ
ン
近
く
で
発
見
し
、

実
験
室
に
届
け
た
。
こ
の
2
種
類
の
原
料
(
良
質
の
カ
オ
リ
ン
と
良
質
の
石
灰

分
含
有
物
質
)
に
よ
る
試
み
が
白
磁
用
の
胎
土
を
大
き
く
改
善
し
た
が
、
こ
の

胎
土
に
よ
る
試
作
品
の
評
価
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
「
一
七

O
八
年
七
月
、

白
磁
器
の
試
作
品
提
出
。
し
か
し
、
粕
薬
は
本
格
的
で
は
な
い
、
粕
薬
に
コ
ル

デ
イ
ツ
ツ
の
粘
土
が
試
さ
れ
る
。
協
力
者
は
全
員
、
東
洋
磁
器
と
同
じ
よ
う
に

焼
け
る
磁
器
の
胎
土
の
様
々
な
作
り
方
や
焼
成
法
、
粕
薬
、
絵
具
調
整
法
な
ど
、

全
て
の
製
法
に
つ
い
て
沈
黙
を
守
る
べ
し
と
、
誓
わ
せ
ら
れ
た
。
」
こ
の
記
述

に
続
い
て
、
「
一
七

O
八
年
七
月
、
ベ
ッ
ト
ガ

l
は
妬
器
用
の
褐
色
の
粕
薬
の

開
発
に
携
わ
る
。
」
と
あ
る
。
こ
の
連
続
し
た
記
述
は
、
現
在
、
最
も
実
証
的

研
究
者
と
評
価
さ
れ
て
い
る

R.

(
却
}

リ
ユ
ツ
ケ
ル
ト
博
士
に
よ
る
。
同
じ
頃
、
七

月
一
四
日
付
け
で
、
バ
ル
ト
ロ
メ
イ
は
ア
ウ
グ
ス
ト
王
に
次
ぎ
の
よ
う
な
宣
誓

書
を
提
出
し
て
い
る
、
「
ベ
ッ
ト
ガ

l
に
つ
い
て
の
全
て
、
並
び
に
東
洋
磁
器

と
同
じ
よ
う
に
仕
上
が
る
磁
器
の
胎
土
の
種
々
の
作
り
方
や
焼
成
法
、
粕
薬
、

絵
具
調
合
法
な
ど
、
教
え
た
り
習
得
す
る
で
あ
ろ
う
事
・
:
は
墓
場
に
至
る
ま
で

他
人
に
は
一
切
口
外
せ
ず
、
王
に
の
み
義
務
と
し
て
詳
細
に
報
告
し
ま
す
・
:
」

シコ
チ
ル
ン
ハ
ウ
ス
は
一
七

O
八
年
九
月
始
め
に
擢
病
し
、

一
七

O
八
年
一

O
月

一
一
日
に
他
界
し
て
い
る
。
そ
れ
故
、
こ
の
白
磁
器
の
試
作
品
が
提
出
さ
れ
た

と
同
じ
頃
に
、
磁
器
実
験
場
の
関
係
者
が
「
他
言
無
用
」
の
宣
誓
書
を
提
出
さ

せ
ら
れ
た
事
は
、
こ
の
試
作
品
が
紬
薬
以
外
は
ほ
ぼ
完
全
に
白
磁
の
条
件
を
充

12 

た
し
た
作
品
で
あ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

6 

チ
ル
ン
ハ
ウ
ス
の
没
後
か
ら
王
立
マ
イ
セ
ン
磁
器
マ
ニ
ュ
フ
ア
ク
チ
ャ

l

の
設
立
ま
で

一
七

O
八
年
七
月
の
試
作
品
が
チ
ル
ン
ハ
ウ
ス
の
作
品
だ
と
す
る
推
定
を
裏

付
け
る
傍
証
が
文
書
と
し
て
二
つ
残
っ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は
ベ
ッ
ト
ガ
l
の

報
告
書
で
あ
る
。

チ
ル
ン
ハ
ウ
ス
の
死
後
三
日
を
過
ぎ
た
一
七

O
八
年
一

O
月
一
四
日
付
け

で
、
ベ
ッ
ト
ガ
l
は
代
官
フ
ユ
ル
ス
テ
ン
ベ
ル
ク
に
報
告
書
を
提
出
し
て
い
る
。
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彼
は
チ
ル
ン
ハ
ウ
ス
の
最
後
を
見
取
っ
た
唯
一
の
人
物
で
、
そ
の
臨
終
の
様
子

を
述
べ
た
後
、
逝
去
直
後
に
起
こ
っ
た
出
来
事
を
報
告
を
し
て
い
る
。
「
・
:
チ

ル
ン
ハ
ウ
ス
様
の
雇
い
人
に
よ
っ
て
奇
妙
な
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。
・
:
神
の

啓
示
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
私
は
そ
の
輩
を
急
い
で
追
跡
し
ま
し
た
。
そ
の

賊
は
伯
爵
様
の
仕
事
場
か
ら
大
量
の
金
を
持
ち
出
し
て
い
た
の
で
す
。
生
前
、

伯
爵
様
は
金
を
溶
か
し
て
実
験
し
て
い
る
と
仰
せ
で
し
た
が
、
輩
は
そ
の
よ
う

な
状
態
の
金
を
盗
み
、
:
・
金
貨
に
鋳
造
し
直
し
た
状
態
で
、
伯
爵
様
の
窓
の
下

の
ご
み
捨
場
の
中
に
埋
め
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
見
つ
け
た
の
で
す
。
同
じ
場

所
で
チ
ル
ン
ハ
ウ
ス
様
が
作
ら
れ
た
磁
器
の
小
鉢
が
見
つ
か
っ
た
の
で
す

0

.・・」
こ
の
盗
人
は
財
務
局
の
給
料
支
払
い
リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
て
い
る
職
人
の

ω・
円
で
あ
り
、
主
人
の
磁
器
製
作
に
つ
い
て
知
見
が
あ
り
、
ま
た
盗
ん
だ
作
品

の
真
価
を
見
抜
く
力
を
備
え
て
い
た
等
の
理
由
で
、
か
の
試
作
品
は
チ
ル
ン
ハ

ウ
ス
の
実
験
室
で
誕
生
し
た
と
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
は
結
論
付
け
る
。

も
う
一
つ
の
証
言
は
、
チ
ル
ン
ハ
ウ
ス
家
の
家
庭
教
師
で
あ
っ
た
シ
ユ
タ
イ

ン
ブ
リ
ュ
ッ
ク
と
断
定
さ
れ
る
人
物
が
、

一
七

O
八
年
一
月
号
の

『
〉
旦
釦

回

E
e
z江
口

g
』
に
匿
名
で
寄
稿
し
た
ラ
テ
ン
語
の
追
悼
文
で
あ
る
。
学
術
誌

で
あ
る
ゆ
え
、
故
人
が
残
し
た
学
問
的
業
績
や
技
術
者
と
し
て
の
優
れ
た
実
績

を
称
え
た
後
、
次
の
事
を
特
筆
し
て
い
る
。
「
一
つ
の
大
事
な
事
柄
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
非
常
に
優
れ
た
磁
器
の
胎
土
が
(
そ
れ
を
使
っ
て
磁

器
の
花
瓶
が
製
造
さ
れ
う
る
よ
う
な
)
、
そ
の
よ
う
な
胎
土
が
我
々
の
地
方
に

て
発
明
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
す
。
そ
の
結
果
、
そ
の
磁
土
を
使
っ
て
完
成
さ
れ

た
花
瓶
は
、
値
段
に
お
い
て
は
遥
か
に
安
く
つ
く
ら
れ
る
が
、
そ
の
品
質
に
お

い
て
は
東
洋
の
製
品
と
同
等
で
あ
る
。
そ
の
製
品
を
、
そ
の
道
の
専
門
家
も

〈
雪
の
よ
う
に
白
い
〉
と
証
明
す
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
」

そ
の
シ
ユ
タ
イ
ン
ブ
リ
ュ
ッ
ク
氏
は
故
チ
ル
ン
ハ
ウ
ス
の
遺
稿
の
整
理
を
し

て
い
る
。

一
つ
は
故
人
の
遺
族
の
依
頼
で
、
故
郷
の
邸
宅
に
あ
っ
た
図
書
や
ノ

ー
ト
類
。
も
う
一
つ
は
、
ド
レ
ス
デ
ン
の
実
験
室
に
残
さ
れ
た
資
料
で
逝
去
の

時
、
ベ
ッ
ト
ガ

1
も
報
告
し
て
い
た
の
だ
が
、
宮
廷
の
役
人
が
接
収
し
て
い
っ

た
書
類
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
資
料
を
調
査
・
整
理
す
る
過
程
で
、
シ
ユ
タ
イ
ン

ブ
リ
ュ
ッ
ク
は
最
新
の
磁
器
に
関
す
る
「
情
報
」
源
に
出
会
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
? 

13 

偶
然
と
は
い
え
、
チ
ル
ン
ハ
ウ
ス
と
関
連
の
あ
る
「
白
磁
の
作
品
」
に
つ
い

て
、
こ
こ
に
挙
げ
た
証
言
を
残
し
た
ベ
ッ
ト
ガ
l
と
シ
ユ
タ
イ
ン
プ
リ
ュ
ッ
ク

の
聞
に
新
し
い
協
同
者
の
関
係
が
生
ま
れ
て
い
る
。
本
論
の
冒
頭
に
お
い
て
触

れ
た
よ
う
に
、

一
七

O
九
年
三
月
二
八
日
の
ベ
ッ
ト
ガ
ー
に
よ
る
「
磁
器
発
明

の
メ
モ
」
を
契
機
に
し
て
、

一
七
一

O
年
一
月
一
一
一
二
日
の
フ
リ
l
ド
リ
ッ
ヒ
・

ア
ウ
グ
ス
ト
一
世
に
よ
る
「
磁
器
発
明
と
磁
器
マ
ニ
ユ
フ
ア
ク
チ
ャ

l
設
立
の

詔
勅
」
を
経
て
、

一
七
一

O
年
三
月
七
日
の
「
磁
器
マ
ニ
ユ
フ
ア
ク
チ
ャ
!
の

マ
イ
セ
ン
移
転
の
決
定
」
の
後
に
新
し
い
「
王
立
マ
イ
セ
ン
磁
器
マ
ニ
ユ
フ
ア

ク
チ
ャ

I
」
は
本
格
的
に
操
業
を
開
始
し
た
。
そ
の
時
、
前
者
は
監
督
官
に
、

後
者
は
検
査
官
に
な
っ
て
い
る
。
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